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◎ 政治・経済・社会に関する意識調査 ◎ 
 

令和6年1月 
（調査主体）NIRA総合研究開発機構 

（調査実施）一般社団法人 中央調査社 
 

本調査は、政治・経済・社会に関する意識をお聞かせいただき、多様な人々の意識を 

正確に汲み上げることを目的としています。お忙しいとは存じますが、ぜひご協力いただきます 

ようお願いいたします。 

＜ご記入に当たって＞ 

●お答えは、あてはまる回答項目の番号（１，２，３・・・）を○で囲んでいただく場合と、 

カッコや枠の中に文字や数字を記入していただく場合があります。 

 

●欄外の「⑪、⑫、⑬・・・」などの記号は、コンピューターで処理するときの記号です。 

お気になさらずにお答えください。 

 

●（○は１つ）と表示されている質問では、○は１つだけに絞ってお答えください。 

（○はいくつでも）という場合にはいくつでも○を付けてください。 

 

●ご回答いただきました調査票は、   月   日（   曜日） 

に調査員が頂きに伺います。 

何とぞ、それまでにご記入くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       (整理番号)  

       

  

第1639号 

①～⑦ 
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政治に関する意識についておたずねします。 

 
Ｑ1 もし、この週末に選挙があるとしたら、あなたは、どの政党に投票したいと思いますか。

この中から１つ選んでください。（○は１つ） 
 

1 自民党 

2 立憲民主党 

3 日本維新の会 

4 公明党 

5 国民民主党 

6 共産党 

7 れいわ新選組 

8 社会民主党 

9 みんなでつくる党（旧NHK党） 

10 参政党 

11 その他の政党 

（具体的に              ） 

12 投票所で棄権する（無効票を投じる） 

13 投票に行かない 

 

 

 

⑪ 

⑫ 

 

Ｑ２ 多くの人が「長期的に見ると、自分は△△党寄りだ」とお考えのようです。 

短期的に他の政党へ投票することはもちろんあり得るとして、長い目で見ると、 

あなたは「何党寄り」でしょうか。この中から１つ選んでください。（○は１つ） 

1 自民党 

2 立憲民主党 

3 日本維新の会 

4 公明党 

5 国民民主党 

6 共産党 

7 れいわ新選組 

8 社会民主党 

9 みんなでつくる党（旧NHK党） 

10 参政党 

11 その他の政党 

（具体的に              ） 

12 そのような政党はない 

13 答えたくない 

 

 

 

⑬ 

⑭ 

 

 
 

Ｑ３ 下にある5つの国について、あなたは親しみを感じますか、それとも感じませんか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
 

 

親
し
み
を
感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

親
し
み
を
感
じ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

親
し
み
を
感
じ
な
い 

親
し
み
を
感
じ
な
い 

 

(1)  アメリカ １ ２ ３ ４ ⑮ 

(2)  ロシア １ ２ ３ ４ ⑯ 

(3)  中国 １ ２ ３ ４ ⑰ 

(4)  韓国 １ ２ ３ ４ ⑱ 

(5)  インド １ ２ ３ ４ ⑲ 

 

⑧～⑩=101 
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Ｑ4 あなたは、次にあげる日本のメディア、組織、人についてどの程度信頼しますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

  

 

 

信
頼
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

信
頼
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

信
頼
し
な
い 

信
頼
し
な
い 

 

(1) 新聞 １ ２ ３ ４ ⑳ 

(2) テレビ １ ２ ３ ４  

(3) 
インターネットメディア（ニュースア
プリ・サイトやブログなど） 

１ ２ ３ ４  

(4) 
SNS（Ｘ（旧ツイッター）・インスタ
グラム・YouTubeなど） 

１ ２ ３ ４  

(5) 警察 １ ２ ３ ４  

(6) 裁判所 １ ２ ３ ４  

(7) 政府 １ ２ ３ ４  

(8) 国会 １ ２ ３ ４  

(9) 国の行政機関 １ ２ ３ ４  

(10) 地方自治体 １ ２ ３ ４  

(11) ボランティア団体・ＮＰＯ １ ２ ３ ４  

(12) 政治家 １ ２ ３ ４  

(13) 家族 １ ２ ３ ４  

(14) 学者・研究者 １ ２ ３ ４  
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Ｑ５ あなたは、次の政治に関する意見についてどう思いますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

 

(1) 
今の政治家は、あまり私たちのことを考
えていない 

１ ２ ３ ４ ５  

(2) 
国会議員は、おおざっぱに言って当選し
たらすぐ国民のことを考えなくなる 

１ ２ ３ ４ ５  

(3) 
自分には政府のすることに対して、 
それを左右する力はない 

１ ２ ３ ４ ５  

(4) 
政治とか政府とかは、あまりに複雑なの
で、自分には何をやっているのかよく理
解できないことがある 

１ ２ ３ ４ ５  

(5) 自分は、政治に関心がある方である １ ２ ３ ４ ５  

(6) 
日本をとりまく国際問題に関心がある方
である 

１ ２ ３ ４ ５  

(7) 
いまの政党や政治家は腐敗しきってお
り、人びとの敵をやっつける強い指導者
が必要だ 

１ ２ ３ ４ ５  
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経済に関する意識についておたずねします。 

 

Ｑ６ （１）あなたの世帯の家計状況と（２）日本の経済状況は、1年前と比べて現在は 

どうなっていますか。また、現在と比べて5～10年後はどうなっていると思いますか。 
（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ7 5～10年後において、あなたご自身に、以下のことは起こりそうだと思いますか。 

AとBのどちらに近いかお答えください。 （○はそれぞれ１つずつ） 

  

良
く
な
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

悪
く
な
っ
た 

 

Ａ．1年前と比べて現在は・・・  

(1)  あなたの世帯の家計状況 １ ２ ３  

(2)  日本の経済状況・・・・ １ ２ ３  

  

良
く
な
っ
て
い
る 

変
わ
ら
な
い 

悪
く
な
っ
て
い
る 

 

 
Ｂ．現在と比べて5～10年後は・・・ 

 

(1)  あなたの世帯の家計状況 １ ２ ３  

(2)  日本の経済状況・・・・ １ ２ ３  

  

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
と
も い

え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

Ｂ
に
近
い 

  

(1) 経済的に困窮する １ ２ ３ ４ ５ 経済的に余裕がある ㊺ 

(2) 
心身の病気や障がいが 

ある 
１ ２ ３ ４ ５ 

心身の病気や障がいが 

ない 
 

(3) 
A 子や孫などが十分な教育・

保育を受けられない 
１ ２ ３ ４ ５ 

子や孫などが十分な 

教育・保育を受けられる 
 

(4) 快適な住宅に住めない １ ２ ３ ４ ５ 快適な住宅に住める  

(5) 家族に介護が必要である １ ２ ３ ４ ５ 家族に介護が不要である  

Ａ B 
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Ｑ８ 5～10年後の日本について、あなたは以下のことが起こると思いますか。 

それとも起こらないと思いますか。あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

Ｑ９ 今後、デジタル化や技術革新によって、次のようなことが起こりそうだと思いますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

  
 
 
 
 
 
 
5～10年後の日本は・・・ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

 

(1)  物価が上がって生活が苦しくなる １ ２ ３ ４ ５  

(2)  
より高齢まで健康でいられるようにな

る 
１ ２ ３ ４ ５  

(3)  
十分な年金や医療サービスを受けられ

なくなる 
１ ２ ３ ４ ５  

(4)  国内に住む外国人が増える １ ２ ３ ４ ５  

(5) 
コロナのような感染症が再び世界的に

流行する 
１ ２ ３ ４ ５  

(6)  
生活を揺るがすような異常気象や大規

模災害が発生する 
１ ２ ３ ４ ５  

(7)  近隣諸国で武力衝突が起きる １ ２ ３ ４ ５  

(8)  国内の治安が悪くなる １ ２ ３ ４ ５  

   

と
て
も 

起
こ
り
そ
う 

や
や 起

こ
り
そ
う 

あ
ま
り
起
こ
り

そ
う
に
な
い 

全
く
起
こ
り 

そ
う
に
な
い 

 

(1)  自分や家族ができる新たな仕事が生まれる １ ２ ３ ４  

(2)  自分や家族の仕事がなくなる １ ２ ３ ４  

(3)  コミュニケーションや人間関係が希薄になる １ ２ ３ ４  

(4)  生活が便利になる １ ２ ３ ４  

(5) 情報漏えい、不正アクセス等のセキュリティ被害

が増える 
１ ２ ３ ４  

(6)  うその情報が増えて、だまされやすくなる １ ２ ３ ４  

(7)  富む人と貧しい人の所得格差が拡大する １ ２ ３ ４  
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Ｑ10 あなたは、直近の「通常の１週間」(※1)でどれくらいの時間、以下のことをしましたか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 
※1「通常の１週間」とは、休暇や休日、祝日、病気などによって生活時間が大きく変わらなかった１週間のことを指します。 

※2 働いていない方は（１）（２）は一番右の「0」に〇をつけてください。 

※3「テレワーク」とはインターネットやメールなどの ICT（情報通信技術）を利用した、場所などにとらわれない柔軟な働き

方で、在宅勤務、モバイル勤務、施設利用型勤務などが該当します。ただし、移動交通機関内や外回り、顧客先などでの

ICT 利用は含みません。 

※4仕事・学業として行うものを除き、知識・教養を高めることや、仕事に役立てる（技術・資格取得を含む）ことなどを目的

とした時間をお答えください。学生が授業・予習・復習として行うものや社会人の職場研修は除きます。クラブ活動や部活

動は含めます。 

 

 

 

【Q10（５）の回答が「２～９」で新聞、テレビ、雑誌、ネットニュース、SNSなど情報メデ

ィアとの接触があった方に】 

Q11 直近の「通常の１週間」の情報メディアとの接触時間では、どのメディアとの接触時間が 

最も長かったですか。この中から１つ選んでください。（○は１つ） 

 
 

1 新聞 

2 テレビ 

3 雑誌 

4 インターネットメディア（ニュースアプリ・サイトやブログなど）  

5 SNS（X（旧ツイッター）・インスタグラム・YouTubeなど） 

6 その他（具体的に                           ） 

 

  

  

０
時
間(

全
く
し
な
か
っ
た) 

１
～
２
時
間 

(

１
日
に
１
５
分
前
後) 

３
～
４
時
間 

(

１
日
に
３
０
分
前
後) 

５
～
９
時
間 

(

１
日
に
１
時
間
前
後) 

１
０
～
２
９
時
間 

(

１
日
に
２
～
３
時
間
前
後) 

３
０
～
３
９
時
間 

(

１
日
に
４
～
５
時
間
前
後) 

４
０
～
４
９
時
間 

(

１
日
に
６
～
７
時
間
前
後) 

５
０
～
５
９
時
間 

(

１
日
に
８
時
間
前
後) 

６
０
時
間
以
上   

(

１
日
に
お
よ
そ
９
時
間
以
上) 

働
い
て
い
な
い(

※
２)

 

 

(1)  労働（残業、副業含む） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 0  

(2)  
テレワーク(※3)による労
働 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 0  

(3)  家事・育児・介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９   

(4)  
学習・自己啓発・訓練 
(※4) 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９   

(5) 
新聞、テレビ、雑誌、ネッ
トニュース、SNSなど情報
メディアとの接触 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９   

次のページQ12へ 
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【全員の方におたずねします】 

Ｑ12 あなたは、この１年間で以下の活動を何日ぐらいしましたか。行った活動の内容が、複数の

項目にあてはまる場合はあてはまる活動それぞれについて、この1年間にしたものとしてお答

えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

※（３）は働いていない方は、一番右の「0」に○をつけてください 

 

Ｑ13 あなたは、過去 1か月で、以下のことをしましたか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

  

全
く
し
な
か
っ
た 

１
～
９
日 

１
０
～
１
９
日 

(

月
に
１
日) 

２
０
～
３
９
日 

(

月
に
２
～
３
日) 

４
０
～
９
９
日 

(

週
に
１
日) 

１
０
０
～
１
９
９
日 

(
週
に
２
～
３
日) 

２
０
０
日
以
上 

(

週
に
４
日
以
上) 

何
日
ぐ
ら
い
し
た
か 

わ
か
ら
な
い 

働
い
て
い
な
い 

 

(1) 

地域コミュニティとのかかわり

(例：自治会の行事、学校行事、

地域サークルなど) 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８   

(2) ボランティア活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８   

(3) 副業※ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 0  

  

１
か
月
以
内
に
し
た 

１
か
月
以
内
に
し
て
い

な
い 

 

(1)  
値段が高くても、環境に配慮した商品・サービスを購入・利用

した（エコ商品、再生可能エネルギー、電気自動車など） 
１ ２  

(2)  募金や寄付をした（ふるさと納税を除く） １ ２  
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社会に関する意識についておたずねします。 

 

Ｑ14 あなたは、次の意見についてどう思いますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
 

Ｑ15 以下の争点について、あなたのお考えはAとBのどちらに近いでしょうか。それぞれの項目に

ついて、AとBのどちらに近いかお選びください。（○はそれぞれ１つずつ） 

  

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

 

 

(1) 努力をして働けば、豊かな暮らしができる １ ２ ３ ４ ５ ⑪ 
 

(2) 大多数の市民は善人だ １ ２ ３ ４ ５ ⑫ 
 

(3) 一般論として、たいていの人は信頼できる １ ２ ３ ４ ５ ⑬ 
 

(4) 
今生きている人々の負担となっても、将来世代の
ことを考えて行動すべきである 

１ ２ ３ ４ ５ ⑭ 
 

(5) 日本で働く外国人の受け入れを増やすべきだ １ ２ ３ ４ ５ ⑮ 
 

  

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

Ｂ
に
近
い 

  

(1) 
日本は財政赤字の懸念はなく、 

国債を発行しても問題ない 
１ ２ ３ ４ ５ 

日本の財政赤字は危機的水準で 

あるので、 

国債の発行は抑制すべきだ 

⑯ 

(2) 

もし所得税を１割増やすなら、 

所得のある人全員の税率を10％ 

ずつ引き上げるべきだ 

１ ２ ３ ４ ５ 

もし所得税を１割増やすなら、 

高額所得者の税率の引き上げ幅 

をより大きくすべきだ 

⑰ 

(3) 
A 政策を決定する際は、専門家が 

議論した結果を優先するべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ 

政策を決定する際は、ふつうの人 

びとの意見を優先するべきだ 
⑱ 

(4) 
働いている人は、チャンスがあれ

ば、転職する方がよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

働いている人は、同じ企業に長く 

勤める方がよい 
⑲ 

(5) 

老後の生活は自助努力でまかなう

のが基本で、国による生活保障は

最低限にとどめるべきだ 

１ ２ ３ ４ ５ 

すべての人が充実した老後を 

暮らせるように、国は十分な 

生活保障を行うべきだ 

⑳ 

⑧～⑩=102 

 

Ａ B 
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Ｑ16 次の公共サービスを充実させるための費用の負担の割合はどのようにすべきだと思いますか。 

あなたのお考えに近いものに１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

Ｑ17 あなたが理想とする日本の社会は、以下のAとBどちらに近いと思いますか。それぞれの項目

について、AとBのどちらに近いかお選びください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

   

そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人

が
全
額
を
負
担
す
べ
き
だ 

国
民
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

に
対
し
て
等
し
い
税
率
で
負
担

す
べ
き
だ 

所
得
の
多
い
人
ほ
ど
税
率
が
高

く
な
る
よ
う
に
し
つ
つ
、 

国
民
全
員
が
負
担
す
べ
き
だ 

国
民
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い

金
額
を
負
担
す
べ
き
だ 

 

(1)  医療・介護 １ ２ ３ ４  

(2)  子育て支援 １ ２ ３ ４  

(3)  防衛 １ ２ ３ ４  

  

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ａ
に
近
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

Ｂ
に
近
い 

Ｂ
に
近
い 

  

(1) 
働いた成果とあまり関係なく、

貧富の差が少ない平等な社会 
１ ２ ３ ４ ５ 

自由に競争し、成果に応じて 

分配される社会 
 

(2) 
税負担は大きいが、福祉などの 

行政サービスが充実した社会 
１ ２ ３ ４ ５ 

福祉などの行政サービスを 

必要最小限に絞り、 

税負担の少ない社会 

 

(3) 

A 行政機関による多面的な規制を

通じて、国民生活の安全や経済

の安定を守る社会 

１ ２ ３ ４ ５ 

規制を可能な限り排除し、民間

の自由な活動と自己責任にゆだ

ねる社会 

 

(4) 
経済成長を重んじ、公共投資や

公共事業を盛んに行う社会 
１ ２ ３ ４ ５ 

財政規律を重んじ、国や地方自

治体の借金を大きくしない社会 
 

(5) 
国民一人一人が「個人の利益」

を優先する社会 
１ ２ ３ ４ ５ 

国民一人一人が「公共の利益」

を優先する社会 
 

Ａ B 
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Ｑ18 以下の公的サービスの給付について、あなたは、所得に関係なく全員を対象にすべきか、

一定の所得条件を満たす人を対象にすべきか、どちらの考えに近いでしょうか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
 

 

Ｑ19 以下の公的サービスについて、全国一律であるべきか、それとも地域の実情を反映して違い

があるべきか、あなたはどちらが望ましいと考えますか。あてはまるものに、１つずつ○をつ

けてください。 （○はそれぞれ１つずつ） 

  

所
得
に
関
係
な
く
全
員
を
対

象
に
す
べ
き
だ
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
所
得
に

関
係
な
く
全
員
を
対
象
に
す

べ
き
だ
と
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
定
の

所
得
条
件
を
満
た
す
人
を
対

象
に
す
べ
き
だ
と
思
う 

一
定
の
所
得
条
件
を
満
た
す

人
を
対
象
に
す
べ
き
だ
と
思

う 

 

(1) 
中学卒業までの児童一人につき、月額15,000

円を支給する 
１ ２ ３ ４ ５  

(2) 大学や専門学校などの授業料を無料にする １ ２ ３ ４ ５  

(3) 
職業訓練、学び直しなどスキルアップのための

支援金を給付する 
１ ２ ３ ４ ５  

(4) 
75歳以上の高齢者は、医療費の自己負担割合を

引き上げる 
１ ２ ３ ４ ５  

(5) 
経済が甚大な打撃を受けた場合に、国民に一律

の給付金（例えば、1人10万円）を支給する 
１ ２ ３ ４ ５  

  

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
べ
き 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
べ
き 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

地
域
の
実
情
を
反
映
し

て
違
い
が
あ
る
べ
き 

地
域
の
実
情
を
反
映
し

て
違
い
が
あ
る
べ
き 

 

(1)  医療サービス 
(保険料・サービスの質・費用など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(2)  介護・障がい者支援 
(保険料・サービスの質・障がい者手当など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(3)  子育て支援（育児休暇手当、保育サービス、 
児童手当など） 

１ ２ ３ ４ ５  

(4)  学校教育(小中学校教育、高校教育など) １ ２ ３ ４ ５  

(5) 雇用支援 
(求職支援、技能訓練支援、起業支援など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(6)  生活支援 
(失業給付、生活保護、公営賃貸住宅の提供など） 

１ ２ ３ ４ ５  

(7)  公共安全(警察、消防など) １ ２ ３ ４ ５  

(8)  
緊急時・災害時の支援 
(災害救助、災害補償など) 

１ ２ ３ ４ ５  
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Ｑ20 以下の公的サービスについて、あなたはどのくらい満足していますか。あてはまるものに、

１つずつ○をつけてください。 （○はそれぞれ１つずつ） 

 

Ｑ21 以下の公的サービスについて、あなたはよく知っていますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。 （○はそれぞれ１つずつ） 

  

と
て
も
満
足 

し
て
い
る 

や
や
満
足 

 

し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
満
足 

し
て
い
な
い 

全
く
満
足 

し
て
い
な
い 

 

(1)  
医療サービス 
(保険料・サービスの質・費用など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(2)  
介護・障がい者支援 
(保険料・サービスの質・障がい者手当など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(3)  年金制度 １ ２ ３ ４ ５  

(4)  
子育て支援 
（育児休暇手当、保育サービス、児童手当など） 

１ ２ ３ ４ ５ ㊺ 

(5) 学校教育(小中学校教育、高校教育など) １ ２ ３ ４ ５  

(6)  
雇用支援 
(求職支援、技能訓練支援、起業支援など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(7)  
生活支援 
(失業給付、生活保護、公営賃貸住宅の提供など） 

１ ２ ３ ４ ５  

(8)  公共安全(警察、消防など) １ ２ ３ ４ ５  

(9) 
緊急時・災害時の支援 
(災害救助、災害補償など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(10) 防衛（防御、警戒監視など） １ ２ ３ ４ ５  

  

よ
く
知
っ
て

い
る 

あ
る
程
度 

知
っ
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り 

知
ら
な
い 

全
く 知

ら
な
い 

 

(1)  
医療サービス 
(保険料・サービスの質・費用など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(2)  
介護・障がい者支援 
(保険料・サービスの質・障碍者手当など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(3)  年金制度 １ ２ ３ ４ ５  

(4)  
子育て支援 
（育児休暇手当、保育サービス、児童手当など） 

１ ２ ３ ４ ５  

(5) 学校教育(小中学校教育、高校教育など) １ ２ ３ ４ ５  

(6)  
雇用支援 
(求職支援、技能訓練支援、起業支援など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(7)  
生活支援 
(失業給付、生活保護、公営賃貸住宅の提供など） 

１ ２ ３ ４ ５  

(8)  公共安全(警察、消防など) １ ２ ３ ４ ５  

(9) 
緊急時・災害時の支援 
(災害救助、災害補償など) 

１ ２ ３ ４ ５  

(10) 防衛（防御、警戒監視など） １ ２ ３ ４ ５  
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Ｑ22 以下の公的給付や公共サービスのうち、ご自身の税・社会保険料の負担が増えても 

質や給付を充実させたいものはどれでしょうか。 

あてはまると思うものをすべてお選びください。（○はいくつでも） 

1 医療サービス(保険料・サービスの質・費用など) 

2 介護・障がい者支援（保険料・サービスの質・障がい者手当など） 

3 年金制度 

4 子育て支援（育児休暇手当、保育サービス、児童手当など） 

5 学校教育(小中学校教育、高校教育など) 

6 雇用支援(求職支援、技能訓練支援、起業支援など) 

7 生活支援(失業給付、生活保護、公営賃貸住宅の提供など） 

8 公共安全(警察、消防など) 

9 緊急時・災害時の支援(災害救助、災害補償など) 

10 防衛（防御、警戒監視など）  

11 該当するものはない    ➡  Ｑ24へ  

 

【Ｑ22で1～１０に○をつけた方に】 

Q23 上記で選んだ１～１０のうち、最も優先度の高いものは何ですか。 

Q22で選んだものの中から1つだけ選び数字を記入してください。 
 

   

   

 

【全員の方におたずねします】 
 

Ｑ24 国や自治体の支出について、現在のサービス水準を維持したまま、無駄をなくすことで

どれくらい支出を減らせると思いますか。以下のそれぞれについて１つずつ○をつけて

ください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

  

  

  

１
割
未
満 

１
～
２
割
程
度 

３
～
４
割
程
度 

５
～
６
割
程
度 

７
割
程
度
以
上 

 

(1) 社会保障費 １ ２ ３ ４ ５  

(2) 行政の人件費 １ ２ ３ ４ ５  

(3) 公共事業費 １ ２ ３ ４ ５  
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Ｑ25 あなたは以下についてどのくらいあてはまりますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
 

  
  

よ
く
あ
て
は
ま
る 

や
や
あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い 

あ
ま
り
あ
て
は
ま

ら
な
い 

全
く
あ
て
は
ま
ら

な
い 

 

(1)  
人生で難しい問題に直面しても、自分なりに
積極的に解決していく 

１ ２ ３ ４ ５ ⑪ 

(2)  
社会をよりよくするため、私は社会における
問題に関与したい 

１ ２ ３ ４ ５ ⑫ 

(3)  
将来の国や地域の担い手として積極的に政策
決定に参加したい 

１ ２ ３ ４ ５ ⑬ 

(4)  新聞や自治体の広報誌を読む １ ２ ３ ４ ５ ⑭ 

(5) 
子どもや若者が対象となる政策や制度につい
ては子どもや若者の意見を聴くようにすべき
だと思う 

１ ２ ３ ４ ５ ⑮ 

(6) 
少子化対策で現役世代の人が優遇されるの
は不公平だと思う 

１ ２ ３ ４ ５ ⑯ 

(7) 
世間一般の意見に合わせていないと心配に
なる 

１ ２ ３ ４ ５ ⑰ 

(8) 
集団の中で、自分の意見が多数派の意見と
異なる場合、自分の意見を主張せずに多数
派に合わせる 

１ ２ ３ ４ ５ ⑱ 

⑧～⑩=103 
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Ｑ26 次のことばはあなた自身にどのくらいあてはまると思いますか。 

それぞれもっとも適切なものに１つずつ○をつけてください。 （○はそれぞれ１つずつ） 

 

  

  

強
く
そ
う
思
う 

ま
あ
そ
う
思
う 

少
し
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

少
し
違
う
と
思
う 

お
お
よ
そ
違
う
と

思
う 

全
く
違
う
と
思
う 

 

(1)  活発で外向的だと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ⑲ 

(2)  
他人に不満を持ち、もめごとを起こしやす
いと思う 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ⑳ 

(3)  しっかりしていて、自分に厳しいと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(4)  心配性で、うろたえやすいと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(5) 
新しいことが好きで、変わった考えを持つ
と思う 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(6) ひかえめで、おとなしいと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(7) 人に気をつかう、やさしい人間だと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(8) だらしなく、うっかりしていると思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(9) 冷静で、気分が安定していると思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  

(10) 発想力に欠けた、平凡な人間だと思う １ ２ ３ ４ ５ ６ 7  
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Ｑ27 次のような人は、あなたにどれくらい似ていますか。 

あてはまるものに、１つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
 

 

Ｑ28 あなたは、全体として見ると、現在の生活にどの程度満足していますか。（○は１つ） 
 

 

1 満足している 

2 まあ満足している 

3 どちらともいえない  

4 やや不満だ 

5 不満だ 

 
 
Q29 仮に現在の日本の社会全体を、以下の５つの層に分けるとすれば、あなた自身は、どれに

入ると思いますか。（○は１つ） 

1 上 

2 中の上 

3 中の中   

4 中の下 

5 下 

  

と
て
も
似
て
い
る 

似
て
い
る 

ま
あ
ま
あ 似

て
い
る 

わ
ず
か
に 似

て
い
る 

似
て
い
な
い 

全
く
似
て
い
な
い 

 

(1)  
親や年長者には常に敬意を払うべきで、 
素直であることが重要と考えている人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(2)  
信仰心を大切にしていて、その教えを懸命に 
実践しようとする人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(3)  
周りの人が心身共に満たされることを願い、 
人助けをたいへん重視している人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(4)  
世界の全員が等しく扱われ、人生で平等な機会
を持つべきだと考えている人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(5) 
何事にも関心を持ち、あらゆる物事を理解した
いと思う人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(6) 
リスクを取るのが好きで、常に冒険をする 
チャンスを探している人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(7) 
喜びが感じられることを大切にし、 
あらゆる機会を捉えて楽しもうとする人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(8) 大成功をおさめて、人々に感銘を与えたい人 １ ２ ３ ４ ５ ６  

(9) 
責任者になって、自分の言う通りになるよう 
指示をしたい人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

(10) 
混乱を嫌い、物事がきれいに整っていることを
重視する人 

１ ２ ３ ４ ５ ６  
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次ページＦ５ヘ 

最後に、あなた自身についておたずねします。 

 

Ｆ１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 １ ２  

男 性 女 性 
 
Ｆ２ あなたの年齢をお答えください。 

 
 

                    歳    
 
 

Ｆ３ あなたが最後に卒業・修了した学校はこの中のどれにあたりますか。 

学生・生徒の方は、いま在籍している学校の区分をお答えください。 

中途退学した方は、最後の卒業学校をお答えください。（○は１つ） 

 
1 中学校（旧制の小学校や高等小学校を含む） 

2 高校（旧制の中学校を含む） 

3 短大・高専（旧制の高校や専門学校を含む） 

4 大学  

5 大学院（修士課程） 

6 大学院（博士課程） 

7 その他（具体的に                         ） 
  
Ｆ４ あなたは、2024年1月12日（金）から2024年1月18日（木）までの1週間にお仕事を 

しましたか。あてはまるものを1つだけお答えください。（○は１つ） 

1 主に仕事 

2 家事などのかたわらに仕事 

3 通学のかたわら仕事 

4 普段仕事をしているが、この期間は仕事を休んでいた 

5 普段仕事はしていないが、仕事を探していた  

6 普段仕事をしておらず、家事のみ 

7 普段仕事をしておらず、通学のみ 

8 その他（高齢など） 

【F４で１から４までの回答をした方に】 

Ｆ４－１ あなたのお仕事の地位はどれにあてはまりますか。この中から１つだけお答えください。 

（○は１つ） 

（2つ以上のお仕事をした方は、一番長い時間従事したお仕事について回答してください。） 
 

1 正規の職員・従業員 

2 パート・アルバイト 

3 労働者派遣事業所の派遣社員 

4 契約社員 

5 会社などの役員  

6 自営業主（自由業・フリーランスを含む。従業員の有無は問わない） 

7 自家営業の手伝い（家族従業者） 

8 内職 

9 その他（具体的に                          ） 
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【F４で１から４までの回答をした方に】 

Ｆ４－２ あなたのお仕事の内容がもっとも近いものを１つ選んでください。（○は１つ） 

（2つ以上のお仕事をしている方は、一番長い時間従事しているお仕事について回答してください。） 

 

 （○は１つ） 【仕事についての説明】ご自身の仕事の分類の目安としてください。 

1 管理的職業 議員・法人、官公庁、団体の役員や管理職 

2 専門的・技術的職業 

研究者・技術者・システムエンジニア・教員・医師、看護師等の師業・ 

弁護士、税理士、保育士等の士業・証券アナリスト・記者・映像撮影・俳優・

デザイナー・翻訳家・司書・カウンセラー・放送技術員を含む 

3 事務 
商品開発・広報・人事・経理・販売事務・法務事務・庶務・受付・案内・ 

集金・調査員・事務機器操作・データ入力を含む 

4 販売 営業・卸売・小売・不動産、保険等の仲介・トレーダーなど 

5 サービス職業 
飲食・接客・理容師・生活支援・看護、歯科等の助手・介護・ 

居住等施設管理・葬儀師を含む 

6 保安職業 自衛官・警察官・消防員・警備員など 

7 農林漁業 畜産・造園・育林を含む 

8 生産工程 製造・加工・組立・整備・修理・検査・塗装・印刷・製本を含む 

9 輸送・機械運転 
バス、トラック等の運転手・鉄道、船舶、航空機の操縦士・ 

建設、設備機器の運転を含む 

10 建設・採掘 土木・とび職・電気等工事を含む 

11 清掃・包装等 荷役・荷造・郵便、新聞等の配達・倉庫作業・ビル、公園の清掃員を含む 

12 その他 （具体的に                               ） 

 
【全員の方におたずねします】 

Ｆ5 お宅のご家族は、このように分類した場合、この中のどれにあたりますか。（○は１つ） 

1 １人暮らし 

2 １世代世帯（夫婦だけ） 

3 ２世代世帯（親と子）  

4 ３世代世帯（親と子と孫） 

5 その他の世帯（具体的に                         ） 

 

Ｆ6 現在、あなたには、配偶者はいらっしゃいますか。届け出の有無に関係なく、 

この中から１つだけお答えください。（○は１つ） 

1 未婚 

2 配偶者あり 

3 死別  

4 離別 

5 答えたくない 
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Ｆ7 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。成人しているお子さんや 
別居しているお子さんも含めてお答えください。（○は１つ） 

 
  １  ２  

子どもがいる  子どもはいない 
  

Ｆ８へ 
 

【Ｆ7で「子どもがいる」と答えた方に】 

Ｆ７－１ 現在、あなたには同居しているお子さんがいますか。あてはまるものをすべてお答えくだ
さい。 

（○はいくつでも） 

1 未就学の子が同居している 

2 小学生の子が同居している 

3 中学生の子が同居している 

4 中学生より上の年齢の未成年の子が同居している 

5 成人（18歳以上）の子が同居している 

6 同居している子はいない（子はすべて別居している） 

 

  

 

 

【全員の方におたずねします】 

Ｆ８ あなた自身の仕事からのこの１年間の収入または収益(税込み)をお答えください。 

自営業の場合は売上高から必要経費を差し引いた営業利益について記入してください。 

ふだん副業をしている場合は、それも含めた1年間の合計についてお答えください。 

また、仕事に就いて１年未満の人は１年間の見積額についてお答えください。（○は１つ） 

 

1 収入なし 

2 50万円未満 

3 50～99万円 

4 100～149万円 

5 150～199万円 

6 200～249万円 

7 250～299万円 

8 300～399万円 

9 400～499万円 

10 500～599万円  

11 600～699万円 

12 700～799万円  

13 800～899万円  

14 900～999万円  

15 1000～1499万円 

16 1500万円以上 

 

 

 

 

Ｆ9 世帯全体のこの1年間の収入(税込み)についてお答えください。収入には、仕事からの収入や

収益だけでなく、年金・恩給などの給付金、配当金、仕送り金なども含めます。ただし、不動

産や証券などの財産の売却収入、相続や贈与に伴う収入、退職金などの経常的でない収入は含

めません。（○は１つ） 

1 収入なし 

2 100万円未満 

3 100～199万円 

4 200～299万円 

5 300～399万円 

6 400～499万円 

7 500～599万円 

8 600～699万円 

9 700～799万円 

10 800～899万円 

11 900～999万円 

12 1000～1499万円 

13 1500～1999万円 

14 2000万円以上 
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→次のページもご確認ください。 

  

  

◎記入が終わった月日をご記入ください。 記入終了日  月 日  
 

お忙しいところ、ご協力誠にありがとうございました。 

 


